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本稿では、 ₂ 政党での連立政権下で、ロビーによる ₂ 政党への政治的圧力を
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を持つ。 は政策変数、 は住民が政策から得る利得、 は各地域住民の
の政治的圧力行動の水準、 は住民の政治的圧力行動の費用関数を表し、






を仮定する。ここで、加重 の偏微分係数は 、 とす






























































??????????????? ? ? ? ? ?
と定義する。 なら、
 ⒃
となり、反応関数の符号は となる。このとき、地域 ₁ はweak 
defensiveと呼ぶことにする。一方、 なら、
 ⒄
となり、反応関数の符号は となる。このとき、地域 ₁ はofensive
と呼ぶことにする。また、 なら、
 ⒅
となり、反応関数の符号は となる。このとき、地域 ₂ はweak 
defensiveと呼ぶことにする。一方、 なら、
 ⒆




⒜の場合、 と なので、地域 ₁ はofensiveで地域 ₂
はweak defensiveである。⒝の場合、 と なので、地
域 ₁ も地域 ₂ も共にofensiveである。⒞の場合、 と
なので、地域 ₁ はweak defensiveで地域 ₂ はofensiveである。






とすると、 の値は地域 ₂ にとって望ましい大きな水準に設定され












で、地域 ₁ の住民は政治的圧力行動を減少させるが、地域 ₂ の住民の政治的圧
力行動は増加してしまう。





₁ の住民は政治的圧力行動を控えるが、地域 ₂ の住民の政治的圧力行動は増加
してしまう。
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４．２ 地域 １ と地域 ２ が共にofensiveの場合
地域 ₁ の政治的圧力行動の限界費用が増加したとすると、⑻式の右辺は左辺
よりも大きくなる。このとき、地域 ₁ の住民の反応曲線は左にシフトする。地
域 ₁ の政治的圧力行動の限界費用の増加は、地域 ₂ にマイナスの波及効果があ





地域 ₁ と地域 ₂ の住民は共に、政治的圧力行動を弱め、効率性は改善される。
この結果は、井堀・横山（₁₉₉₈）ケースと同じである。
４．３ 地域 １ がweak defensiveで地域 ２ がofensiveの場合
住民 ₁ の政治的圧力行動の限界費用が増加したとする。すなわち、⑻式の右
辺は左辺より大きくなる。この場合、地域 ₁ の住民の反応曲線は左にシフトす
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A Political Pressure Action and Efficiency in Two Areas
 Takakazu Ikugawa
ABSTRACT
This article investigates the situation that ₂ areas where an interest is 
opposed perform a political pressure action and affect the policymaking.　
The increase in marginal cost and the decrease in marginal beneﬁt of the 
political pressure action improve efﬁciency in many cases.　However, 
with a certain case, efﬁciency is not improved.
Keywords： political pressure; efﬁciency; two stage game.
JEL Classiﬁcation Number： D₇₂.
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